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市立小・中・高等・中等教育学校におけるヤングケアラーの実態に関する 

アンケート調査結果について 

 
 市立小・中・高等・中等教育学校の児童生徒を対象にした、ヤングケアラーの実態に

関するアンケート調査の調査結果を公表します。 

 
 

１ 調査目的 

   市立小・中・高等・中等教育学校におけるヤングケアラーと思われる生徒数や

実態を把握し、その後のケアや支援に繋げる。 

 
２ 調査時期等 

（１）調査時期 

令和４年９月５日（月）～９月１６日（金） 

（２）調査対象 

市立小学校６年生、中・中等教育学校１年生、高等学校１年生 

対象人数２３，３９８人 

（３）調査方法 

一人一台端末を主に使用し、インターネット上で回答 

 
３ 公表内容 

  （別冊）さいたま市立小・中・高等・中等教育学校児童生徒の生活実態に関するア

ンケート調査結果 

記者発表資料 

令和４年１１月２８日（月） 

問い合わせ先：総合教育相談室 

室長：内野 

担当：平田、小田 

電話：７１１－５４７９ 



さいたま市教育委員会

令和４年度
市立小・中・高等・中等教育学校における
ヤングケアラーの実態に関する

アンケート調査結果について



１．ヤングケアラーの実態調査概要について

（１）目 的
市立小・中・高等・中等教育学校におけるヤングケアラーと思われ
る児童生徒数や実態を把握し、その後のケアや支援に繋げる。

（２）時 期

（３）対 象
市立小学校６年生及び市立中・高等・中等教育学校１年生の児童生徒
２３，３９８人

（４）方 法
１人１台端末を主に使用し、インターネット上で回答



２．ヤングケアラーの実態調査結果について

（１）対象者数及び回答率について

対象者数 有効回答数 有効回答率

全体 ２３,３９８ ２０,５６５ ８７．９％

市立小学校６年生 １１,６４９ １０,３６８ ８９．０％

市立中・中等教育学校１年生 １０,７７３ ９,４９５ ８８．１％

市立高等学校１年生 ９７６ ７０２ ７１．９％



２．ヤングケアラーの実態調査結果について（市立小学校）
（２）市立小学校調査結果

お世話をしている家族の有無

無 97.73%（ 10,133 人）

有 2.27％ （ 235 人）

いる いない



２．ヤングケアラーの実態調査結果について（市立小学校）
（２）市立小学校調査結果

54.04％（127人）

31.49％（74人）

19.57％（46人）

14.04％（33人）

7.66％（18人）

11.06％（26人）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

きょうだい

お父さん

おばあさん

おじいさん

その他

世話を必要としている家族（複数回答）



２．ヤングケアラーの実態調査結果について（市立小学校）
（２）市立小学校調査結果

55.91％（71人）

19.69％（25人）

10.24％（13人）

5.51％（7人）

3.94％（5人）

3.94％（5人）

3.94％（5人）

7.87％（10人）

7.09％（9人）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

幼い

わからない

知的障がい

身体障がい

介護【食事や身の回りのお世話】が必要

病気

日本語が苦手

その他

無回答

きょうだいの状況（複数回答）



２．ヤングケアラーの実態調査結果について（市立小学校）
（２）市立小学校調査結果

46.34％（38人）

9.76％（8人）
6.1％（5人）
6.1％（5人）
6.1％（5人）

3.66％（3人）
2.44％（2人）

1.22％（1人）
0％（0人）
0％（0人）

3.66％（3人）
19.51％（16人）

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50%

わからない
日本語が苦手

高齢（６５歳以上）
身体障がい

こころの病気【うつ病など】※疑い含む
こころの病気と依存症以外の病気

依存症（お酒やギャンブルなどをやめられ…
介護【食事や身の回りのお世話】が必要

認知症
知的障がい

その他
無回答

状況（複数回答）



２．ヤングケアラーの実態調査結果について（市立小学校）
（２）市立小学校調査結果

38.72％（91人）

34.04％（80人）
27.66％（65人）

20.43％（48人）
17.87％（42人）

14.47％（34人）
5.53％（13人）
5.53％（13人）

4.68％（11人）
4.68％（11人）
5.53％（13人）

18.3％（43人）

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45%

見守り
家事（食事の準備や掃除、洗濯）

話を聞く
きょうだいの世話や送り迎え

買い物や散歩に一緒に行く
入浴やトイレのお世話

病院へ一緒に行く
お金の管理

通訳（日本語や手話など）
薬の管理

その他
無回答

世話の内容（複数回答）



２．ヤングケアラーの実態調査結果について（市立小学校）
（２）市立小学校調査結果

42.13％（99人）

23.83％（56人）

12.34％（29人）

8.94％（21人）

2.55％（6人）

10.21％（24人）
お世話をしている頻度

ほぼ毎日 週に３~５日 週に１~２日 １か月に数日 その他 無回答



２．ヤングケアラーの実態調査結果について（市立小学校）
（２）市立小学校調査結果

64.68％（152人）

14.89％（35人）

7.23％（17人）

6.81％（16人）

5.53％（13人）

2.13％（5人）

2.13％（5人）

0％（0人）

0％（0人）

11.49％（27人）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

特にない

自分の時間が取れない

友達と遊ぶことができない

宿題など勉強をする時間がない

眠る時間が足りない

学校を休んでしまう

遅刻や早退をしてしまう

習い事ができない

その他

無回答

世話をしていることで経験したこと（複数回答）



２．ヤングケアラーの実態調査結果について（市立小学校）
（２）市立小学校調査結果

55.74％（131人）

17.45％（41人）

14.47％（34人）

11.91％（28人）

10.21％（24人）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

特に大変さを感じていない

気持ちの面で大変

体力の面で大変

時間の余裕がない

無回答

世話の大変さ（複数回答）



２．ヤングケアラーの実態調査結果について（市立小学校）
（２）市立小学校調査結果

55.74％（131人）

13.19％（31人）

10.21％（24人）

9.36％（22人）

8.94％（21人）

3.4％（8人）

3.4％（8人）

2.55％（6人）

2.13％（5人）

0.43％（1人）

0.85％（2人）

9.36％（22人）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

特にない

わからない

自分のことについて話を聞いてほしい

勉強を教えてほしい

自由に使える時間がほしい

家族のお世話について相談にのってほしい

自分が行っているお世話の一部を誰かに代わっ…

お金の面で支援してほしい

家族の病気やしょうがい、お世話のことなどに…

自分が行っているお世話のすべてをだれかに代…

その他

無回答

学校や大人にしてもらいたいこと（複数回答）



２．ヤングケアラーの実態調査結果について（市立小学校）
（２）市立小学校調査結果

43.02％（4460人）

31.09％（3223人）

25.81％（2676人）

0.09％（9人）
ヤングケアラーの認知度

聞いたことがあり、内容も知っている 聞いたことはあるが、よく知らない
聞いたことはない 無回答

,

,

,



いる いない

２．ヤングケアラーの実態調査結果について（市立中学校・中等教育学校【前期課程】）

（３）市立中学校・中等教育学校【前期課程】調査結果

お世話をしている家族の有無

無 97.21％ （ 9,230 人）

有 2.79％ （ 265 人）



２．ヤングケアラーの実態調査結果について（市立中学校・中等教育学校【前期課程】）

（３）市立中学校・中等教育学校【前期課程】調査結果

57.36％（152人）

21.51％（57人）

13.96％（37人）

12.45％（33人）

9.43％（25人）

5.28％（14人）

7.55％（20人）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

きょうだい

父親

祖父

その他

無回答

世話を必要としている家族（複数回答）



２．ヤングケアラーの実態調査結果について（市立中学校・中等教育学校【前期課程】）

（３）市立中学校・中等教育学校【前期課程】調査結果
64.47％（98人）

13.82％（21人）

6.58％（10人）

2.63％（4人）

1.97％（3人）

1.32％（2人）

0.66％（1人）

9.87％（15人）

12.5％（19人）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

幼い

知的障がい

身体障がい

精神疾患（疑い含む）

要介護（介護が必要な状態）

精神疾患と依存症以外の病気

依存症（アルコール依存症、ギャンブル依存…

その他

無回答

きょうだいの状況（複数回答）



２．ヤングケアラーの実態調査結果について（市立中学校・中等教育学校【前期課程】）

（３）市立中学校・中等教育学校【前期課程】調査結果

65.79％（100人）

26.32％（40人）
25.66％（39人）

21.71％（33人）
16.45％（25人）
15.79％（24人）

3.29％（5人）
1.32％（2人）
1.32％（2人）
0.66％（1人）

6.58％（10人）
10.53％（16人）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

見守り
外出の付き添い（買い物、散歩など）

家事（食事の準備や掃除、洗濯）
身体的な介護（入浴やトイレのお世話など）

自分のきょうだいの世話や保育所等への送迎など
感情面のサポート（愚痴を聞く、話し相手にな…

通訳（日本語や手話など）
通院の付き添い

薬の管理
金銭管理

その他
無回答

きょうだいへの世話の内容（複数回答）



２．ヤングケアラーの実態調査結果について（市立中学校・中等教育学校【前期課程】）

（３）市立中学校・中等教育学校【前期課程】調査結果

61.13％（162人）

15.09％（40人）

9.06％（24人）

8.68％（23人）

7.92％（21人）

0.75％（2人）

0.38％（1人）

0.38％（1人）

0％（0人）

0.75％（2人）

14.72％（39人）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

特にない

自分の時間が取れない

睡眠が十分に取れない

宿題をする時間や勉強する時間が取れない

友人と遊ぶことができない

進路の変更を考えざるを得ない、もしくは進路…

どうしても学校を遅刻・早退してしまう

部活や習い事ができない、もしくは辞めざるを…

学校に行きたくてもいけない

その他

無回答

世話をしていることでやりたいけれど、できていないこと（複数回答）



２．ヤングケアラーの実態調査結果について（市立中学校・中等教育学校【前期課程】）

（３）市立中学校・中等教育学校【前期課程】調査結果

55.09％（146人）

15.47％（41人）
10.19％（27人）

7.92％（21人）
7.17％（19人）

4.53％（12人）
3.4％（9人）
3.4％（9人）
3.4％（9人）

1.51％（4人）
1.13％（3人）
0.75％（2人）

11.7％（31人）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

特にない
わからない

自分の今の状況について話を聞いてほしい
学校の勉強や受験勉強など学習のサポート

自由に使える時間がほしい
進路や就職など将来の相談にのってほしい
家族のお世話について相談にのってほしい

家族の病気や障がい、ケアのことなどについて…
家庭への経済的な支援

自分が行っているお世話の一部を代わってくれ…
自分が行っているお世話のすべてを代わってく…

その他
無回答

学校や大人に助けてほしいこと、必要な支援（複数回答）



２．ヤングケアラーの実態調査結果について（市立中学校・中等教育学校【前期課程】）

（３）市立中学校・中等教育学校【前期課程】調査結果

36.54％（3469人）

31.81％（3020人）

31.66％（3006人）

ヤングケアラーの認知度

聞いたことがあり、内容も知っている 聞いたことはあるが、よく知らない 聞いたことはない

,

,

,



２．ヤングケアラーの実態調査結果について（市立高等学校）
（４）市立高等学校調査結果

お世話をしている家族の有無

無 98.86％ （ 694 人）

有 1.14％ （8人）

いる いない



２．ヤングケアラーの実態調査結果について（市立高等学校）
（４）市立高等学校調査結果

57.83％（406人）

25.5％（179人）

16.67％（117人）

ヤングケアラーの認知度

聞いたことがあり、内容も知っている 聞いたことはあるが、よく知らない
聞いたことはない



３．令和４年度 ヤングケアラー支援等について
（１）ケアラー支援条例について

〇本市において、令和４年７月にケアラー支援条例が施行。

〇本市では、ケアラーが抱える悩みを一家庭の問題ではなく社会問題として認
識し、市 図り
ながら、ケアラーを社会全体で支えていく。

〇学校等の役割も明記されている。

（２）実態調査後の支援について

〇 教職員等が児童生徒と面談を行い、校内において、学習面のサポートと心の
面でのケアを行う。

〇福祉的な支援が必要な場合には、ＳＳＷが中心となって関連機関と連携し、
必要な福祉的支援につなげていく。



３．令和４年度 ヤングケアラー支援等について
（３）相談体制について

〇２４時間子どもＳＯＳ相談窓口及び、さいたま市ＳＮＳを活用した相談窓口
において、相談を受け付けている。

〇市立全学校にＳＣ、ＳＳＷ、さわやか相談員を配置・派遣し、児童生徒の心
のサポートを行っている。

〇ヤングケアラー早期発見のため、アセスメントシートを学校及び福祉課等の
関係機関で共有。



３．令和４年度 ヤングケアラー支援等について

（４）周知啓発について

〇令和４年８月に、ヤングケアラー普及啓発のためのチラシを
市立学校の全児童生徒に配布。

（５）教職員等の研修について

〇９月の教育相談主任研修において、ヤングケアラーへの支援に関する研修を
実施

〇１０月のＳＳＷ研修会では、ケアラー連盟より講師を招待し、ヤングケア
ラーの実情や具体的な支援方法について研修を実施。


